





























































































































































































































































































































































ド ）、「 軍 神 古 賀 連 隊 長 」（ 太 陽 ）、「 日 の 丸 太 郎 」
（TEICHIKU）、「ラッキョウと兵隊」（KING RECORD）
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またがる 45 万坪に、長さ 500m、幅 200m の滑走路
二本をもつ飛行場が完成され、周辺にはさまざまな軍事
施設が作られ、総面積 115 万坪に及ぶ「東洋一」の巨
大な航空基地となっていった（『筑前町立大刀洗平和記
念館・常設展示案内』増補版、2013 年）。
とっての劇場であったようだ。子ども十銭の映画館はい
うまでもなく、林百貨店の五階には、金魚すくいや五銭
の木馬もあり、五銭でマンガもニュースも週替わりで見
られる遊びの空間であったからである。シンガポール陥
落のときには、子ども一人に一個ずつゴムボールの特配
があったという話も聞いた。
　また台湾の紙芝居に関わる証言として貴重であったの
は、張義成さんの話であった。張さんによれば日中戦争
が始まってから、台南にも街頭紙芝居があったという。
場所は神社の境内、紙芝居のおじさんは自転車に乗って
やってきたが、その自転車はペダルを踏むと太鼓がなる
仕掛けになっていて、またチンドンヤのように太鼓を腹
に乗せて、叩いて子どもたちを集めていたと張さんはい
う。紙芝居屋さんは何を売っていたかと聞いてみると、
ワタ飴、水飴、白飴という答えだった。白飴とは「シン
コ細工」のようなものであったようだ。さまざまな種類
の飴が売られており、「台湾は砂糖がたくさんあるから
ね」と張さんは笑った。
　私には今回の台湾紙芝居調査のあいだ、いつも頭をか
すめていたのは紙芝居「サヨンの鐘」のゆくえであった。
当時、「高砂族」とよばれた高山族の一人の少女が「高
砂義勇隊」の出征を送るとき、濁流に呑まれて死んだと
いう実話が、長谷川清総督時代のシンボルとして殉死の
「愛国美談」となり、記念碑が作られ、歌になり、李香
蘭主演で映画化された。もちろん紙芝居も作られ、皇民
奉公会はその普及をすすめたのである。今回の調査でも
会う人ごとに紙芝居「サヨンの鐘」のことを聞いてみた。
しかしみんなの記憶に残り、即座に歌を口ずさむことは
できるが、その所在を確かめることはできなかったので
ある。
写真3　映画「サヨンの鐘」（台湾総督府・満映・松竹共同作品、
　　　　1943 年）の新聞記事
　　　　台南市・郭双富氏所蔵
